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1.はじめに 島根県の東部に位置する宍道湖の名産として有名なヤマトシジミは，近年漁獲量が大幅に減少してい

る．これを受けて，島根県ではヤマトシジミの漁獲量減少の改善を行うこととした．ヤマトシジミの良好な生息環

境を整備するためにも，現在未解明であるヤマトシジミの移動条件の解明が必要である．矢島ら 1)による研究で

は，ヤマトシジミの移動を砂粒子の理論によって評価しており，砂粒子理論を用いることの妥当性と宍道湖におけ

る移動評価を行っている．しかし，ヤマトシジミの生態的な行動は考慮しておらず，課題が残る結果であった．ま

た，他のシジミ属や二枚貝は粘液を分泌し，帆のように水流を捉えて移動することが報告されている 2)3)．そこ

で，本研究では粘液分泌に着目し，循環水路を用いてヤマトシジミの粘液分泌が移動に与える影響の有無と大きさ

を調べることを目的とした．加えて，ヤマトシジミの密度測定も行った． 

2.室内実験と密度測定，ヤマトシジミの移動評価の方法 室内実験の概略図を図-1に示す．用いた 2つの実験水

路は全長約 10ｍ，幅約 0.4ｍ（a）と 0.3m（b），高さ約 0.4m（a），0.3m（b）である．水路底に宍道湖で採取した

底質を接着した厚さ 0.01m の木板を 2.7m の範囲に設置した．また，3 軸電磁流速計 ACM3-RS（JFE アドバンテッ

ク社製）を水路底（木板上）から 3cm の位置で観測を行えるように設置した．ヤマトシジミは腹が流下方向に向

くように統一して設置した．実験は流量を一定にして，下流の堰で水深を操作することで流速を変化させた．ヤマ

トシジミの移動を目視とカメラで確認し，移動の前後 1.5 秒の 3 秒間の平均値を移動時の流速として扱う． 

 密度測定は生きたヤマトシジミを用いて，水中重量と空中重量の違いから算出した． 

 移動評価は砂粒子の理論を用いて桑原 4）と同様の評価法で行った．実験に用いたヤマトシジミは平均殻長が 5mm，

10mm，15mm 程度となるように，3.2 以上 7.5mm 未満，

7.5 以上 12.5mm 未満，12.5 以上～19mm 未満の 3 つのグ

ループに分類し，密度測定では，グループ内にさらに小

グループを作成し計測を行った． 

3．結果及び考察 

（1）ヤマトシジミの密度測定 グループ毎のヤマトシ

ジミの密度測定結果を図-2（青点）に示す．ヤマトシジ

ミの密度は殻長の増加に伴い増加する傾向であった（p 

値：0.0026）（密度 y と殻長 x の回帰式：y=0.0061x+1.5323，

R2=0.2188）．このような傾向となった要因として，シジ

ミの成長に伴い殻の厚さが増し，シジミ貝殻内の空隙が

減少するためであると考えられる．また，実験において

移動限界流速を計測したシジミを個別に測定した（図-

2，赤点）． 

（2）循環水路を用いた室内実験結果 観測した流速

による底面せん断応力を実験値 τ，ヤマトシジミの掃

流限界値を理論値 τ0として，実験値と理論値の比 τ/τ0を 
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図-1 実験水路 bの概要 

 

 

図-2 ヤマトシジミノ密度と平均殻長の関係 
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移動評価の基準として扱う．実験結果を図-3に示す． 

a）移動形態の変化 移動時に，粘液を分泌していない

個体は底面を掃流移動していたが，粘液を分泌した個

体は，流下方向に引きずられる移動形態になることが

確認できた．これは，粘液を水流への抵抗版として用

い，水流を利用して移動したためであると考えられる．  

b）粘液未分泌個体の実験結果 殻長の分類ごとの τ/τ0

の平均値は殻長 5mm のグループでは 1.05，殻長 10mm

のグループでは 0.72，殻長 15mm のグループでは 0.81

となった．殻長 5mm サイズでは理論式とほぼ同等な評

価であり，殻長の増加に伴い理論式は実際の挙動を過

大評価する傾向にあった．これは矢島らによって求め

られた実験結果とほぼ同様の傾向であった． 

c）粘液分泌個体の実験結果 殻長の分類ごとの τ/τ0の

平均値は殻長 5mm のグループでは 0.29，殻長 10mm で

は 0.18 であり，殻長 15mm のグループでは粘液を放出

することは無かった．粘液を放出することで容易に移動できるようになることが示された．次に，表-1は殻長が等

しい 3 個体の結果を示したものである．表-1より，同殻長でも粘液の影響は一定とはならなかった．また，実験に

おいて粘液の分泌量が個体によって様々であり，殻長が小さいものは粘液を分泌しやすいが一度の分泌量が少ない

傾向であった．これらのことから，粘液の分泌による影響は殻長ではなく粘液の分泌量に依存していると考えられ

る． 

ｄ）補正係数の検討 実験の結果（図-3）から計測個体全体の τ/τ0 とその殻長から回帰式を作成した．粘液未分泌

個体の補正係数：y=–0.0122x+0.9359，R2=0.035．粘液分泌個体の補正係数：y=–0.0547x+0.6327，R2=0.407．矢島らに

よる補正係数を線形近似して比較する．殻長 5mm のケースでは，矢島ら：1.39，本実験：0.87 であり，殻長 10mm

のケースでは矢島ら：0.54，本実験：0.81 であった．矢島らによる結果と本実験では差が生じた．その理由として，

サンプル数の違いが考えられる．矢島らによる実験では，殻長毎に 5 つのグループに分類し，1 つのグループに対

して 1 つの補正係数を得ていた．対して，本実験ではグループ分割を行わず 1 個体毎に計測を行っており，データ

が連続的に存在し ，個体毎の密度や殻形状の違いを考慮できている．そのため，本実験によって得られた補正係数

は，矢島による補正係数よりも精度が良いといえる． 

5．まとめ 実験より，粘液分泌により水流を捉えて移動することから，移動形態が変化することが判明した．また，

粘液を分泌することで理論式の 20～30％の力で移動するという結果であった．ただし，粘液による影響は粘液の分

泌量に依存しており，粘液の分泌量は殻長が大きくなるにつれて増加する可能性が示された． 
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表-1 粘液分泌を行った同殻長の 3個体の実験結果 

殻長(mm) 実験値 τ(Pa) 理論値 τ0(Pa) τ/τ0 

6.7(a) 0.060 0.526 0.11 

6.7(b) 0.184 0.412 0.45 

6.7(c) 0.099 0.353 0.28 

 

 

図-3 実験結果による τ/τ0と殻長の関係 
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